














置づけ、体系的に把握しようと試みるものである。本論は 6 部構成、全 13 章から成る。
各章の要旨を以下に示す。 
 
第 1 部 序論 










































































































第 2 部 計量的手法による類型化 
第 4 章 多様な指標から見た文体類型 








































調、本朝世俗部は和文調の文体であるとの論調が広く知られるが、巻 19、巻 20 は本朝
仏法部であるにもかかわらず、本朝世俗部の巻と類似した数値が算出されており、この
ことから、両巻はいわゆる和漢混淆体のなかでも和文体に近い巻であることが示された。






第 3 部 語彙的指標に基づく類型化 


























































第 4 部 統語・文章的指標に基づく類型化 





























































第 5 部 古代日本語文体の体系 























第 12 章 古代日本語文体の体系的位置づけ 


















第 6 部 結論 
第 13 章  
本章では、以上第 2 部から第 5 部にかけて行った、古代日本語文体の体系的な位置づ
けについての検討に、どのような意義があるのかを次のように整理した。 
 
①古代日本語文体の視点ごとの精緻な位置づけの解明 
 本論の検討によって、これまでの研究では、当該作品の文体的な位置づけがあいまい
な状況であったものも、類型的なかたちで精緻に位置づけることができた。その点で、
このようにして、個別視点ごとに個々の文学作品の文体的位置づけを検討したことは、
従来の文体の把握の仕方を整理し、また新たに位置づけを把握することにより、古代日
本語文体のより正確な位置づけを明らかにしたという点で、文体史研究上、非常に重要
な価値を持つ成果であると思われる。 
②古代日本語文体における類型的文体の価値の提示 
 これまでの古代日本語文体研究においては、個々の類型的文体がどの程度重要な位置
を占めているのかという点は、些かあいまいな状況であった。それに対して本論の成果
によって、そのようなあいまいさを解消し、和漢の文体対立の重要度が高く、続いてジ
ャンル文体の重要度が高いという点を示した。 
③古代日本語文体の体系的な位置づけの解明 
古代日本語の文体に関して、さまざまな研究がなされつつも、それは個別的な位置づ  
けや、類型的な位置づけについて検討していても、単一視点に基づくものが散見される  
のみで、総合的に文体を検討しようという研究は未だ存在していなかった。その点で、
さまざまな指標を用いて文体を総合的に把握し、その体系的な位置づけを解明したとい
う本論の成果は、文体史研究における類型論的文体研究の重要性を示すものである。  
④類型的文体の史的研究への計量文体論の導入 
従来の日本語文体史研究において、計量的手法は、個別の作品に関する個性的文体の
研究や、作者の同定、少数資料間の文体差についての検討の際に用いられることが多か
った。そのため、日本語史研究、特に文体史研究を体系的に行う際に、計量的な手法が
どのように有効であるのかを示したひとつの実例という側面を持つ。こうした研究は、
今後も必要であり、ひとつの指針として捉えられるであろう。 
⑤文体研究におけるコーパスの価値の提示 
本論は、文体研究における具体的なコーパス利用法を提示したものであると同時に、
コーパス利用の幅広さを実証的に提示した研究として位置づけられる。すなわち、日本
語研究におけるコーパス利用の有用性を多分に示した、指針のひとつとなる研究と位置
づけられる。 
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またそれと同時に、漢文訓読文、変体漢文との文体的関係性や異なる時代の文体との
連続性など、未だ残された課題も多く、本論で示した結果は、文体史研究における一部
分に限られる。そういった点で、本論の古代日本語の文体の体系な研究の成果を踏まえ、
それ以降の時代との文体的な連続性を捉え、通史として文体史を記述することを目標と
して今後も検討し続ける必要がある。 
